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目的と方法
【目的】精神障害のある親と暮らす子どもに
対する支援は、就学前は母子保健ネット
ワークで支えられるが、就学後は学校が中
心となる体制に移行する。本研究では学校
ではどのように子どもや親への支援が提供
されているのかを明らかにすることを目的
とした。

【方法】Ａ県の全公立小中学校1233校のうち、2016年4月1日時
点で休校中の4校を除1229校に同年10~11月にかけて無記名自
己記入式質問紙調査票を送付し養護教諭に回答を依頼した（首都
大学東京研究安全倫理審査委員会による承認済）。精神障害のあ
る親と暮らす子どもに対してどのような支援を行ってきたかを自
由記述で尋ねた。468 校から郵送法にて回収した（回収率
38.1％）。自由記述内容をKJ法を援用して整理した。

子どもの受け入れる場の提供
（日常的声かけ・休養の場の提供・気分転換のサポート）

信頼関係を深める関与
（給食を一緒に食べる・交換日記・スキンシップ）

子どもの話を聴く
困りごとを聴く／家庭の状況を聴く／とにかく傾聴する／不安の軽減
を目指して聴く／心の整理になるように聴く／子どもの考える解決の

方向性を聴く

直接的ケア
・洗濯
・食事
・身だしなみ（洗
髪・銭湯）

体調不良ケア
・休養の提供
・健診の支援
・受診予約
・受診同行

生活指導・支援
・規則正しい生活習慣の獲得支援
・衣類の選び方指導
・家事のやり方指導
・提出物の出し方指導

登校支援
・朝のお迎え
・遅刻時の迎え入れ
・欠席時の連絡調整
・長期欠席時の支援

友人関係づくり支援
・関係づくり支援
・トラブル回避支援
・トラブル時の調整支援

「普通」のやり方、
価値観の教育

親の障害に
ついての
説明

親との関係づくり
・来校時に声掛け
・傾聴に努める
・電話
・手紙
・家庭訪問

親へのケア
• 相談に応じる
• 受容的に関わる
• 親のメンタルに配慮しなが
ら関わる

他の親族との関係構築
• 健康な配偶者
• 祖父母等、他の親族とも関
係を作る

親への対応子への対応

学外の関係機関校内連携体制
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基本的な日常生活についての支援

結論
学齢期の子どものおかれた状況を把握するためにも、
親や子どもとの関係形成に力点が置かれていた
子どもに対しては、教育だけではなく、基本的な日常
生活面での支援や、不登校の際の家への送迎を行っ
ている事例さえもあった

校内連携に加えて、学外連携が重要となっていたが、
学外連携先は相談機関が多く、直接サービス提供機
関はほとんどなかった
子どもや親の日常生活支援や登下校の送迎など、生
活福祉サービスの充実が期待される

精神障がいのある親と暮らす学齢期の子ども達を学校でどう支えるか
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